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は じ め に 

 

 野田市では、日本国憲法、地方自治法の基本理念に則り、地域の個性を生か

しながら、基本的人権を尊重し、平和を尊ぶ野田らしいまちづくりを目指して

おります。 

平成９年５月に「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市宣言」を

掲げ、「市民一人一人が尊重され安心して暮らせる地域社会」を基本理念と掲

げた「人権教育・啓発に関する野田市行動計画」を策定し、人権教育・啓発の

推進に取り組んでおります。 

 しかしながら、現在も差別や偏見などによる様々な人権侵害や差別事象が発

生しているほか、社会情勢の変化等により新たな人権課題が生じるなど、人権

に関わる問題は多様化、複雑化してきております。 

 こうした中、市民の人権意識やニーズ、課題を整理し、今後市が取り組むべ

き人権施策の在り方を検討する基礎資料とするため、昨年９月に市内在住の満

１８歳以上の方２，０００人を対象に、「野田市人権に関する市民意識調査」

を実施しました。結果については、前回平成２５年に実施した調査結果との比

較を加え、報告書としてまとめております。 

 この調査結果は、平成３１年度に予定しております「人権教育・啓発に関す

る野田市行動計画」の第３次改訂において、より一層の市民の人権意識の高揚

を目指すため、人権教育・啓発の積極的な推進を図るとともに、市政全般にお

いて人権尊重の視点に立った行政運営に生かしてまいります。 

 最後に、本調査にご協力いただきました市民の皆様に心より御礼申し上げま

す。 

 

 

 

 平成３１年３月 

 

 

 

野 田 市 長  鈴 木  有 

  



目  次 

 

Ⅰ 調査実施の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   1 

 １ 調査目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

 ２ 実施方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

 ３ 調査対象、方法等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

 ４ 調査結果の集計及び分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 
 

Ⅱ 調査結果の分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  5 

１． 人権全般についての考え方や意識について ・・・・・・・・・  7 

 （問 １）基本的人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

 （問 ２）人権問題の認識について ・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

 （問 ３）人権侵害について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

 （問 ４）人権侵害の経験について ・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

 （問 ５）権利のみの主張について ・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

 （問 ６）差別について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

 （問 ７）差別の認識 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

 （問 ８）関心がある人権課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 
 

２． 女性の人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

 （問 ９）女性に関する事柄での人権問題 ・・・・・・・・・・・・ 13 

 （問１０）固定的性別役割分担意識について ・・・・・・・・・・・ 14 

 （問１１）ドメスティック・バイオレンスについて ・・・・・・・・ 14 

 （問１２）ドメスティック・バイオレンスの経験について ・・・・・ 15 

 （問１３）ドメスティック・バイオレンス、セクシャル・ 

      ハラスメントをなくすために必要なこと ・・・・・・・・ 15 

 （問１４）女性の人権を守るために必要なこと ・・・・・・・・・・ 16 
 

３． 子どもの人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  17 

 （問１５）子どもに関する事柄での人権問題 ・・・・・・・・・・・ 17 

 （問１６）子どもの人権を守るために必要なこと ・・・・・・・・・ 18 
  

４． 高齢者の人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  19 

 （問１７）高齢者に関する事柄での人権問題 ・・・・・・・・・・・ 19 

 （問１８）高齢者の人権を守るために必要なこと ・・・・・・・・・ 20 
 

５． 障がいのある人の人権について ・・・・・・・・・・・・・・  21 

 （問１９）障がいのある人に関する事柄での人権問題 ・・・・・・ 21 

 （問２０）障がいのある人の人権を守るために必要なこと ・・・・ 22 
 

６． 同和問題について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  23 

 （問２１）同和問題（部落差別）の存在の認知度 ・・・・・・・・・ 23 



 （問２２）同和問題（部落差別）に関する知識の提供者 ・・・・・・ 24 

 （問２３）親しい人が同和地区出身と分かった時 ・・・・・・・・・ 25 

 （問２４）結婚相手が同和地区出身とわかった時 ・・・・・・・・・ 25 

 （問２５）子や孫の結婚相手が同和地区出身と分かった時 ・・・・・ 26 

 （問２６）同和問題の解決に向けて ・・・・・・・・・・・・・・・ 27 
 

７． 外国人の人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  28 

 （問２７）外国人に関する事柄での人権問題 ・・・・・・・・・・・ 28 

 （問２８）外国人の人権を守るために必要なこと ・・・・・・・・・ 29 
 

８． エイズ患者やＨＩＶ感染者の人権について ・・・・・・・・・  30 

 （問２９）エイズ患者・ＨＩＶ感染者に関する事柄での人権問題 ・・ 30 

 

９． 刑を終えて出所した人の人権について ・・・・・・・・・・・  31 

 （問３０）刑を終えて出所した人に関する事柄での人権問題 ・・・・ 31 
 

１０．犯罪被害者などの人権について ・・・・・・・・・・・・・・   32 

 （問３１）犯罪被害者などに関する事柄での人権問題 ・・・・・・・ 32 
 

１１．インターネットを利用した人権問題について ・・・・・・・・・ 33 

 （問３２）インターネットに関する事柄での人権問題 ・・・・・・・ 33 
 

１２．性的少数者の人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・   34 

 （問３３）性的少数者に関する事柄での人権問題 ・・・・・・・・・ 34 

 （問３４）性的少数者に関する人権を守るために必要なこと ・・・・ 35 
 

１３．災害に起因する人権問題について ・・・・・・・・・・・・・   36 

 （問３５）災害に起因する事柄での人権問題 ・・・・・・・・・・・ 36 
 

１４．人権問題の解決のための方策について ・・・・・・・・・・・・ 37 

 （問３６）人権問題に関する地域や情報を何から得たか ・・・・・・ 37 

 （問３７）人権についての理解を深める取組の充実 ・・・・・・・・ 38 

 （問３８）人権を尊重するため心がけたい行動 ・・・・・・・・・・ 39 
 

Ⅲ 調査回答者の属性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  41 

 （問３９）性別 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 

 （問４０）年齢 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 

 （問４１）職業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44 

 （ ◆ ）自由記述 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 
 

Ⅳ 調査票 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 調査実施の概要 
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Ⅰ 調査実施の概要 

 

１ 調査目的 

  人権問題に関する市民の意識を把握し、啓発事業等の人権施策の一層効果的な推

進を図るとともに、今後市が取り組むべき人権行政の在り方を検討する上での基礎

資料とすることを目的とする。 

 

２ 実施方針 

  今回の調査は、平成２５年９月に実施した調査と同様、人権問題に関する意識調

査とし、市民意識の経年変化を把握する必要があると思われるものについては、前

回の調査結果と比較するものとする。 

 

３ 調査対象、方法等 

（１） 調査地域 

野田市全域 

 

（２） 調査対象 

野田市在住の満１８歳以上の方 ２，０００人 

（住民基本台帳による無作為抽出） 

 

（３） 調査方法 

郵送による配付及び回収 

（ハガキによる礼状兼催促状を１回送付） 

 

（４） 調査機関 

平成３０年９月１４日（金）から９月３０日（金）まで 

 

（５） 回収結果 

標本数 ２，０００人 

回収数 ９０３人 

（男性４０３人、女性４３７人、回答したくない２５人、未回答３８人） 

回収率 ４５．１５％ 

 

（前回の調査結果との比較） 

区分 
標本数 

（人） 

回収数 

（人） 

回収率 

（％） 

今回（平成 30年度） 2,000 
903（男性 403、女性 437、      

回答したくない 25、未回答 38） 
45.15 

平成 25年度 2,200 1,040（男性 459、女性 537、未回答 44） 47.27 

平成 19年度 2,000 961（男性 432、女性 517、未回答 12） 48.05 
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（６）集計について 

構成比（％）は、小数点以下第 2位を四捨五入し、小数点以下第 1位までを表

記している。 

標本数「ｎ」は、質問に対する回答の総数を表している。 

 

４ 調査結果の集計及び分析 

  野田市児童家庭部人権・男女共同参画推進課 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 調査結果の分析 

 

■

■



１．　人権全般についての考え方や意識について

問１

知っている 779人 86.3%
知らない 116人 12.8%
未回答 8人 0.9%

Ⅱ　調査結果の分析

あなたは、基本的人権は侵すことのできない永久の権利として、憲法で保障されてい
ることを知っていますか。

 前回調査と比較すると、「知っている」の割合が増え、「知らない」の割
合が減っていることから、基本的人権に対する意識が高まっていると思われ
る。

ｎ＝903

　平成29年10月に内閣府で実施した｢人権擁護に関する世論調査｣における同
じ質問の回答は、｢知っている」と答えた割合が81.4％、「知らない」と答
えた割合が18.6％である。

知っている

86.3%

知らない

12.8%

未回答

0.9%

平成30年度

知っている

81.2%

知らない

15.4%

未回答

3.4%

平成25年度
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問２

問３

　平成29年10月に内閣府で実施した｢人権擁護に関する世論調査｣における同
じ質問の回答は、「あります」と答えた割合が15.9％となっている。

　

　新聞やテレビなどで「人権問題」とか「人権が侵害された」というニュースが報道
されることがありますが、あなたは、この５～６年の間に、人権が侵害されるような
ことは、次第に少なくなってきたと思いますか、あまり変わらないと思いますか、そ
れとも次第に多くなってきたと思いますか。

　前回調査と同様に、「あまり変わらない」が１番多いが、「多くなってき
た」が若干増加し、「少なくなってきた」が若干減ってきている。

ｎ＝897

　あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか、それ
ともそういうことはありませんか。

　前回調査と同様に、「ありません」の回答が７割近くを占めているが、
「あります」の回答が若干増えてきている。

ｎ＝894

14.8%

25.6%

46.7%

12.9%

13.4%

26.1%

48.6%

11.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

わからない

多くなってきた

あまり変わらない

少なくなってきた

平成30年度

平成25年度

72.3%

27.7%

71.3%

28.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ありません →（問５へ）

あります →（問４へ） 平成30年度

平成25年度
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問４

その他の意見

　・他者への思いやりに欠く行動

　問３で「あります」と回答した方に伺います。それは、どのような場合ですか。
（複数回答）　　◎今回新たに追加した項目

　人権侵害と感じる割合が多い項目は、おおむね前回調査と一緒だが、パ
ワーハラスメント（職場でのいじめ、いやがらせ）に対しての割合が大分増
えている。

ｎ＝603

　・相手の思い込みによる誤解

1.6%

1.5%

3.5%

2.2%

1.3%

6.2%

0.9%

6.4%

12.6%

4.0%

7.3%

8.8%

4.0%

3.8%

12.1%

23.8%

0.7%

1.2%

1.5%

1.5%

3.6%

2.7%

6.0%

0.8%

5.1%

15.6%

6.1%

4.6%

5.6%

8.3%

5.0%

3.8%

10.3%

17.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

答えたくない

なんとなく

その他

◎児童虐待

セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

プライバシーの侵害

社会福祉施設などでの施設職員からの不当な取扱い

使用者による時間外労働の強制などの不当な待遇

パワー・ハラスメント（職場でのいじめ、いやがらせ）

◎学校でのいじめ

地域社会でのいやがらせ

悪臭・騒音などの公害

警察官などの公務員からの不当な取扱い

名誉・信用のき損、侮辱（ぶじょく）

あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

平成30年度

平成25年度

暴力、強迫、強要（社会的地位、慣習、脅迫などにより、本来

義務のないことをやらされたり、権利の行使を妨害された）

差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分などにより、就職や結婚

などの社会生活の上で不平等又は不利益な取扱をされた）

ドメスティック・バイオレンス（配偶者や

パートナーからの暴力）
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問５

問６

（１）差別は

（２）あなたは差別を ｎ＝873

　「人権尊重が叫ばれる一方で、権利のみを主張して、他人の迷惑を考えない人が増
えてきた」という意見について、あなたは、どう思いますか。

　前回調査と同様に、「非常にそう思う」、「かなりそう思う」が７割占め
ているが、「あまりそう思わない」も若干増えている。

ｎ＝880

　差別について、あなたのお考えに近いものを（１）、（２）それぞれあてはまる番
号に１つ○をつけてください。

ｎ＝884

9.0%

1.2%

14.4%

47.3%

28.0%

9.9%

0.8%

17.4%

49.1%

22.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

わからない

△全くそうは思わない

△あまりそうは思わない

□かなりそう思う

□非常にそう思う

平成30年度

平成25年度

□：71.9％

△：18.2％

4.2%

2.6%

14.7%

78.6%

4.6%

2.0%

16.4%

76.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

わからない

される側に原因がある

あるのはしかたがない

あってはならない

平成30年度

平成25年度

3.6%

43.0%

10.6%

42.8%

4.1%

43.8%

13.1%

39.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

わからない

気づかずにしているかもしれない

してしまうこともある

しない

平成30年度

平成25年度
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問７

その他の意見
　・内容により対応が異なる（抗議・我慢など） （同様意見１３件）
　・内容により相談相手を変える （同様意見　２件）
　・気にしない
　・引っ越す
　・職場では我慢する
　・民生委員
　・友人

　もし、あなたが、差別されたり、人権を侵害された場合、まずどうしますか。

　「身近な人に相談する」が最も多いのは前回調査と同じだが、「黙って我
慢する」の割合が減少し、「相手に抗議する」が若干増えている状況は、自
分の人権を守る意識の表れと思われる。

ｎ＝917

9.5%

3.8%

0.4%

0.7%

5.0%

4.5%

3.0%

36.7%

17.2%

19.2%

8.1%

3.1%

0.8%

2.2%

3.9%

2.5%

2.8%

46.5%

18.3%

11.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

わからない

その他

職場の上司に相談する

警察に相談する

市役所に相談する

法務局又は人権擁護委員に相談する

弁護士に相談する

身近な人に相談する

相手に抗議する

黙って我慢する

平成30年度

平成25年度
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問８

その他の意見
　・宗教 （同様意見　２件）
　・パートや派遣など会社内で弱い立場にある人
　・近所関係
　・若年者
　・原子力発電所と廃炉のしかた
　・パワハラ

　前回調査と比較すると、「障がいのある人」や「女性」、「性的少数者」
への関心が高まっているが、「インターネットによる人権侵害」への関心が
低くなっている。

ｎ＝3320

あなたの関心がある人権課題はどれですか。（複数回答）
　◎今回新たに追加した項目

6.0%

0.7%

8.6%

2.4%

1.9%

12.8%

6.7%

4.1%

3.0%

3.0%

1.2%

3.5%

12.4%

10.9%

14.3%

8.6%

2.1%

0.2%

5.5%

3.4%

4.3%

3.4%

1.8%

5.7%

9.0%

4.6%

3.4%

3.3%

3.0%

1.3%

3.4%

15.2%

10.3%

10.2%

9.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

特にない

その他

東日本大震災に伴う人権問題

性的指向（異性愛、同性愛、両性愛）

◎ホームレス

インターネットによる人権侵害

犯罪被害者など

刑を終えて出所した人

ＨＩＶ感染者やハンセン病患者・回復者など

外国人

アイヌの人々

部落差別などの同和問題

障がいのある人

高齢者

子ども

女性

平成30年度

平成25年度
性同一性障害者（生物的な性と性の自己意識（こころの性）

が一致しない者）

北朝鮮当局によって拉致された被害者など

◎人身取引（性的搾取、強制労働などを目的とする）
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２．　女性の人権について

問９

その他の意見
　・医者や議員等に女性が少ないこと
　・レイプ等の性的犯罪
　・子育てが母親だけの責任のように言われること
　・女性は、家で育児家事介護だけしていればいいという概念
　・容姿差別

あなたは、女性の人権に関することで、どのようなことが問題だと思いますか。
 （複数回答）　　◎今回新たに追加した項目

　前回調査と比較すると、数値は低くなっている項目もあるが、性別による
差別やハラスメント、ドメスティック・バイオレンスを問題視する意識は高
いと思われる。

ｎ＝2455

2.8%

3.5%

0.5%

1.3%

10.0%

7.7%

18.8%

18.5%

22.2%

14.7%

2.1%

2.2%

0.4%

2.2%

10.8%

8.1%

12.8%

14.3%

12.9%

18.4%

15.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

わからない

特にない

その他

「婦人」、「未亡人」、「家内」のように女性だけに用いられる言

葉が使われること

テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットやＳＮＳ*などによるわい

せつ情報の氾濫

売春・買春（「援助交際」を含む）

ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナーからの暴

力）

セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

◎マタニティ・ハラスメント（妊娠、出産を理由とするいやがら

せ）

就職時の採用条件、仕事の内容、昇給昇進における男女差

など、職場における男女の待遇の違いがあること

「男は仕事、女は家庭」といった男女の固定的な役割分担意

識があること

平成30年度

平成25年度

「男は仕事、女は家庭」といった男女の固定的な役割分担

意識があること

就職時の採用条件、仕事の内容、昇給昇進における男女差

など、職場における男女の待遇の違いがあること

テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットやＳＮＳ*などによる

わいせつ情報の氾濫

「婦人」、「未亡人」、「家内」のように女性だけに用いられる

言葉が使われること

◎マタニティ・ハラスメント（妊娠、出産を理由とする

いやがらせ）

ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナー

からの暴力）
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問１０

問１１

　今回新たに追加した質問だが、「どちらともいえない」が約半数を占めて
はいるが、反対の意見が賛成を上回っている。

ｎ＝880

　あなたは、いままでドメスティック・バイオレンス（配偶者などからの暴力）を１
度でも受けたことがありますか。　☆今回新たに追加した質問事項

ｎ＝876

　あなたは、「女性が家事・育児を行い、男性が仕事を行う」などの固定的性別役割
分担意識について、どのようにお考えですか。
　☆今回新たに追加した質問事項

19.2%

18.8%

43.4%

14.9%

3.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

反対である

やや反対である

どちらともいえない

やや賛成である

賛成である

平成30年度

88.5%

11.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ありません →（問１３へ）

あります →（問１２へ）

平成30年度
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問１２

問１３

その他の意見
　・子どもの頃からの教育 （同様意見　４件）
　・防衛意識を高めること
　・自発的な意識改革
　・人目を気にせず相談できる体制

ｎ＝145

　あなたは、ドメスティック・バイオレンス（配偶者などからの暴力）やセクシャ
ル・ハラスメント（性的いやがらせ）をなくすためには、どのようなことが必要だと
思いますか。　(複数回答・３つまで)
　☆今回新たに追加した質問事項

　今回新たに追加した質問だが、啓発や相談体制も重要と考えているが、最
も多かった回答は、ノーと言える環境と意識づくりであった。

ｎ＝1812

　問１１で「あります」と回答した方に伺います。あなたが受けた暴力の内容につい
て教えてください。（複数回答）　☆今回新たに追加した質問事項

　今回新たに追加した質問だが、なぐる、けるといった直接的な暴力行為よ
り、暴言や行動制限、無視など精神的なダメージを負わせる暴力を受けたと
の回答が上回っている。

2.1%

8.3%

10.3%

44.8%

34.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

性的暴力（性行為の強要、避妊に協力しないなど）

経済的暴力（生活費を渡さない、仕事に就くことを禁じるな

ど）

精神的暴力（脅かすなどの言葉の暴力や行動を制限した

り、無視するなどの言動）

身体的暴力（なぐる、けるなど）

平成30年度

精神的暴力（脅かすなどの言葉の暴力や行動を制限

したり、無視するなどの言動）

デジタル暴力（携帯電話を無断でチェックしたり、

ＧＰＳで監視するなど）

0.9%

18.0%

12.0%

22.3%

27.2%

19.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

その他

苦情や悩みについて、対応できる相談体制を充実する

平成30年度

不快な言動や行動に対し、はっきり意思表示できる

（ノーと言える）環境と意識づくり

ドメスティック・バイオレンスやセクシャル・ハラスメント

に対する罰則を強化した法律や規則などを整備する

相手を対等なパートナーとしてみるための意識啓発を

行う

重大な人権侵害であるという認識をもつための啓発

を行う

経済的暴力（生活費を渡さない、仕事に就くことを

禁じるなど）
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問１４

その他の意見
　・性別で人権を分けるのではなく、人として平等と考えること
　・自立できるだけの経済基盤
　・罰則規定や警察の介入
　・正しい性教育
　・男女の権利や待遇を平等とするシステム
　・女性にしかできないことを理解するとともに、女性だからできないという考えをなくす

ｎ＝2001

　あなたは、女性の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（複数回答・３つまで）

　前回調査と同様に、男女ともに家事育児の両立できる環境の必要性を感じ
る回答が１番多いが、女性の相談窓口や男女平等教育の必要性を求める割合
も高い。

1.9%

1.3%

0.8%

5.8%

10.8%

4.5%

10.2%

33.1%

13.8%

17.8%

1.3%

0.5%

0.5%

8.2%

13.0%

4.9%

9.8%

32.3%

11.2%

18.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

わからない

特にない

その他

テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットやSNSなどのわいせ

つ情報の規制や制限

男女平等に関する教育を充実する

女性の人権を守るための啓発広報活動などを進める

政治や行政における意思決定や方針決定の場への女性

の参画を促進する

男女ともに、働きながら、家事や育児・介護などを両立で

きる環境を整備する

る

女性に対する犯罪の取締りを強化する

女性のための相談・支援体制を充実する

平成30年度

平成25年度

男女ともに、働きながら、家事や育児などを両立できる

環境を整備する

政治や行政における意思決定や方針決定の場への

女性の参画を促進する

テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットやＳＮＳ*などの

わいせつ情報の規制や制限
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問１５

その他の意見
　・教師による生徒いじめ（パワハラ）
　・親としての無自覚、無関心
　・大人の価値観や常識を子どもに押しつけること
　・いじめとお笑いの区別がつかないこと
　・貧困家庭
　・しつけと称した暴力
　・悪いことをすれば叱られるという牽制

３．　子どもの人権について

　あなたは、子どもの人権に関することで、どのようなことが問題だと思いますか。
（複数回答・３つまで）

　前回調査と同様に、いじめや児童虐待を問題視する意見が多いが、子ども
の意見を尊重するという意見も多くなっている。

ｎ=2341

1.2%

1.5%

0.7%

10.2%

8.3%

20.2%

9.2%

18.9%

29.9%

0.9%

0.4%

0.6%

7.4%

12.0%

21.9%

6.1%

21.5%

29.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

わからない

特にない

その他

児童買春や児童ポルノなど

親などが子どもを虐待すること

教師が子どもに体罰を加えること

平成30年度

平成25年度

仲間はずれや無視、暴力や嫌がらせなどのいじめを

すること（ネットいじめも含む）

いじめをしている人や、いじめられている人を

見て見ぬふりをすること

大人が子どもの意見を無視したり、大人の考えを

押しつけること
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問１６

その他の意見
　・自殺を防ぐ相談体制
　・教師への教育
　・保育施設や教育施設へのいじめや教師の対応を監視する相談員の配置
　・いじめられた側の心情を理解するための子どもへの体験型教育

　前回調査と比較すると、子どもに対する相談や支援体制の必要性を重要視
する意見が増えている。

ｎ＝2283

　あなたは、子どもの人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（複数回答・３つまで）

1.1%

0.6%

0.3%

7.2%

6.9%

21.4%

17.5%

16.2%

12.7%

16.1%

0.8%

0.2%

0.4%

6.8%

9.7%

17.6%

16.4%

14.7%

12.7%

20.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

わからない

特にない

その他

児童買春や児童ポルノなどの取り締まりを強化する

子どもの人格を尊重する

子どもに自分も人も大切であることを教える

親などへの教育、相談・支援体制を充実する

教師の資質や能力を高める

子どもの人権を守るための教育・啓発活動を推進する

子どものための相談・支援体制を充実する

平成30年度

平成25年度
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問１７

その他の意見
　・高齢者が若い人の規範となるような行動や言動をしない （同様意見　３件）
　・高齢者施設の空きが少なく、在宅での老老介護せざるを得ない
　・高齢者施設でのいやがらせ

４．　高齢者の人権について

　あなたは、高齢者の人権に関することで、どのようなことが問題だと思いますか。
（複数回答・３つまで）

　おおむね前回調査と比率となっているが、経済的な問題を重視する意見が
増えている。

ｎ＝2163

1.6%

1.5%

0.3%

12.5%

5.7%

13.1%

12.8%

6.0%

4.6%

17.0%

4.2%

20.7%

1.1%

1.1%

0.4%

15.4%

6.0%

9.8%

10.4%

8.0%

7.7%

16.9%

4.2%

19.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

わからない

特にない

その他

経済的に自立が困難なこと

高齢者の意見や行動が尊重されないこと

高齢者が邪魔者扱いされ、つまはじきにされること

病院や介護施設などで、身体拘束やいやがらせを受ける

こと

家族が高齢者の世話を避けること

アパートなどへの入居を拒否されること

悪徳商法や振り込め詐欺などの特殊詐欺の被害が多い

こと

差別的な言動をされること

働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと

平成30年度

平成25年度

悪徳商法や振り込め詐欺などの特殊詐欺の被害が

多いこと

病院や介護施設などで、身体拘束やいやがらせを

受けること
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問１８

その他の意見
　・高齢者の経験を生かした雇用 （同様意見　３件）
　・公共機関や医療機関の無償化
　・継続的な訪問支援

　あなたは、高齢者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（複数回答・３つまで）

　おおむね前回調査と同じような比率となっているが、相談や支援体制、福
祉や医療面の充実により暮らしやすい生活環境を求める意見が多い。

ｎ＝2101

1.3%

0.8%

1.0%

13.7%

9.4%

21.4%

25.7%

6.9%

19.8%

1.3%

1.0%

0.5%

12.3%

8.1%

22.1%

27.5%

6.4%

20.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

わからない

特にない

その他

高齢者と他の世代との交流を促進する

高齢者に対する犯罪の取締りを強化する

在宅サービスや福祉施設・病院を充実する

高齢者が地域の支援を得て生活しやすい環境にする

高齢者の人権を守るための教育・啓発活動を推進する

高齢者のための相談・支援体制を充実する

平成30年度

平成25年度
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５．　障がいのある人の人権について

問１９

その他の意見
　・健常者と障がい者のあいだにある壁
　・障がい者施設の職員のよるいじめ
　・障がい者用駐車場やトイレを健常者が使用すること
　・公共施設にエレベーターやエスカレーター、手すりが設置されていない
　・障害年金や手当を受給していることへのやっかみ
　・電車内のアナウンスや言葉が統一されていない

　あなたは、障がいのある人の人権に関することで、どのようなことが問題だと思い
ますか。 （複数回答・３つまで）

　おおむね前回調査と同じような比率となっているが、就労の場や地域との
交流の場を求める意見が多くなっている。

ｎ＝2182

1.3%

0.8%

0.2%

8.0%

2.1%

3.3%

6.9%

20.2%

16.3%

3.7%

15.7%

6.7%

14.6%

2.0%

0.7%

0.6%

9.5%

2.8%

2.9%

6.1%

21.9%

15.0%

3.6%

14.5%

7.8%

12.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

わからない

特にない

その他

近隣や地域の人とのふれあいや理解を深めるような機会

が少ないこと

スポーツ・文化活動・地域活動に気軽に参加できないこと

地域の学校に通えないこと

使える在宅サービスや福祉施設・病院が少ないこと

働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと

道路の段差解消、エレベーターの設置などの暮らしやすい

まちづくりが図られていないこと

アパートなどへの入居を拒否されること

差別的な発言や行動をされること

障がいのある人の意見や行動を尊重しないこと

じろじろ見られたり、避けられたりすること

平成30年度

平成25年度

道路の段差解消、エレベーターの設置などの暮らし

やすいまちづくりが図られていないこと

近隣や地域の人とのふれあいや理解を深めるような

機会が少ないこと
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問２０

その他の意見
　・障がい者雇用の拡大
　・障がいへの理解を深める教育
　・子どもへの体験教育
　・年金で暮らせる世の中
　・健常者が障がい者優先場所を使用することへの罰則

　あなたは、障がいのある人の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思い
ますか。 （複数回答・３つまで）

　おおむね前回調査と同じような比率となっているが、自立し生活を送るた
めに、相談や支援体制、医療や福祉面の充実が重要と考える意見が多い。

ｎ＝2208

1.5%

0.4%

0.5%

4.3%

3.8%

7.3%

13.9%

7.0%

24.0%

11.6%

8.5%

17.3%

0.9%

0.4%

0.5%

5.2%

5.6%

7.2%

14.1%

5.1%

24.2%

10.3%

9.1%

17.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

わからない

特にない

その他

人権侵害があった場合に救済するための法整備を行う

障がいのある人とない人の交流を促進する

障がいのある人の雇用を確保する

障がいに応じた教育を行う

障がいのある人が自立して生活しやすい環境にする

在宅サービスや福祉施設・病院を充実する

障がいのある人のための相談・支援体制を充実する

平成30年度

平成25年度

障がいのある人が審議会などへ参加し意見を反映

させる機会を増やす

障がいのある人の人権を守るための教育・啓発活動を

推進する
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６．　同和問題について

問２１ 　あなたは、部落差別などの同和問題を知っていますか。

　おおむね前回調査と同じような比率となっているが、「知らない」の回答
率が増えてきている。

ｎ=871

26.4%

73.6%

30.1%

69.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

知らない →（問２７へ）

知っている →（問２２へ）

平成30年度

平成25年度
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問２２

　
1 　家族（祖父母・父母・兄弟など）・・・・ 270人（24.0％）
2 　学校の授業・・・・・・・・・・・・・・ 209人（18.5％）
3 　テレビ、ラジオ、雑誌など・・・・・・・ 141人（12.5％）
4 　行政の広報誌や冊子、講演会等・・・・・ 131人（11.6％）
5 　職場の人・・・・・・・・・・・・・・・ 111人 （9.8％）
6 　近所の人・・・・・・・・・・・・・・・ 87人 （7.7％）
7 　友だち・・・・・・・・・・・・・・・・ 84人 （7.5％）
8 　親戚の人・・・・・・・・・・・・・・・ 41人 （3.6％）
9 　その他・・・・・・・・・・・・・・・・ 30人 （2.7％）

10 　インターネット・・・・・・・・・・・・ 23人 （2.0％）

その他の意見
　・職場での研修 （同様意見　５件）
　・関西方面に住んでいたとき （同様意見　３件）
　・なんとなく知った （同様意見　３件）
　・本 （同様意見　３件）
　・映画 （同様意見　２件）
　・小説
　・クラブ活動
　・自分で調べた

問２１で「知っている」と回答した方は、それをどのようなきっかけで知りました
か。　（複数回答）◎今回新たに追加した項目

　前回調査と同様、「家族（祖父母・父母・兄弟など）から聞いた」が高い
比率となっているが、学校の授業や行政の取組によるという回答が増えてい
ることや、その他の意見として「職場での研修」という回答から、様々な取
組がされていることが分かる。

ｎ＝1127

2.7%

16.4%

7.7%

13.9%

13.3%

7.7%

8.2%

1.7%

28.4%

2.7%

2.0%

12.5%

11.6%

9.8%

18.5%

7.5%

7.7%

3.6%

24.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

その他

インターネットで知った

行政の広報紙や冊子、講演会などで知った

職場の人から聞いた

学校の授業で教わった

友だちから聞いた

近所の人から聞いた

親戚の人から聞いた

家族（祖父母・父母・兄弟など）から聞いた

平成30年度

平成25年度

◎テレビ、ラジオ、雑誌、インターネットやＳＮＳ*など

で知った
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問２３

問２４ 　もし仮に、あなたの結婚しようとする相手が「同和地区」出身であるとわかった
時、あなたはどうしますか。　（複数回答）

　前回調査と同様に、「相手の出身など問題にしない」がほぼ半数を占めて
いるが、「わからない」という回答も多く、「同和地区」出身者への差別や
人権侵害への不安から「わからない」と回答したことも考えられる。

ｎ＝721

　あなたは、親しくつきあっている隣近所の人や友だちなどが、「同和地区」出身で
あるとわかった時、どうしますか。

　前回調査と同様に、「これまでと同じように、親しくつきあう」が最も多
く差別意識のない方が多いことが分かる。

ｎ=680

10.9%

0.0%

1.6%

87.5%

13.5%

0.3%

2.8%

83.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

わからない

つきあいをやめてしまう

できるだけつきあいをさけてしまう

これまでと同じように、親しくつきあう

平成30年度

平成25年度

28.3%

1.8%

5.0%

19.0%

46.0%

23.9%

3.2%

5.8%

22.1%

45.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

わからない

考え直す

迷った末、考え直すだろう

迷いながらも結婚の意志は変わらない

相手の出身など問題にしない

平成30年度

平成25年度
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問２５

ｎ＝728

　もし仮に、あなたの子どもや孫の結婚しようとする相手が、「同和地区」出身であ
るとわかった時にどのような態度を取りますか。（複数回答）

　回答の比率は前回調査とほぼ同様だが、「同和地区」に対する差別や人権
侵害を理解したうえで、考え直すように説得するより本人の意思を尊重する
という意見が多かった。

18.3%

2.3%

3.3%

35.1%

41.0%

18.8%

2.3%

5.1%

33.1%

40.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

わからない

考え直すよう説得する

迷った末、考え直すよう説得する

迷いながらも、本人の意思を尊重する

相手の出身など問題にしない

平成30年度

平成25年度
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問２６

その他の意見
　・同和地区出身者の意識改革
　・歴史的背景をメインとした教育
　・目立たず支援する

同和問題の解決に向けて、どのようなことが必要だと思いますか。
(複数回答・３つまで)　　◎今回新たに追加した項目

　おおむね前回調査と同じ結果だが、人権教育の推進や人権相談の充実が必
要という回答と同様に、自然となくなるのを待つべきという回答も多い。

ｎ＝1280

7.6%

1.4%

4.9%

24.8%

22.4%

26.5%

5.1%

0.7%

1.9%

23.1%

9.7%

21.4%

21.6%

16.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

わからない

特にない

その他

学校や地域における人権教育を推進する

◎同和問題にかかわる人権相談などを充実する

平成30年度

平成25年度

特別なことをする必要はなく、自然になくなっていくのを

待つべき

◎インターネットにおける差別的な書込みをする人を

処罰すべき

差別しないよう、させないよう、個人個人が自覚

すればよいと思う

27



問２７

その他の意見
　・外国人の日本人に対する不信感（反日感情）
　・テロリストではないかという先入観
　・外国人のマナーや態度
　・日本で働くためのルールが守られない
　・自分たちの仲間同士で和をつくり、日本の社会に馴染もうとしないこと

　前回調査と比較して、行政や病院などでの対応や地域交流など、外国人が
日本で生活していく上での不都合により関心が集まっていると思われる。

ｎ=1806

７．　外国人の人権について

　あなたは、外国人の人権に関することで、どのようなことが問題だと思いますか。
（複数回答・３つまで）

6.9%

4.1%

1.0%

13.8%

16.0%

11.3%

12.1%

8.0%

10.3%

5.5%

10.9%

6.8%

3.3%

0.8%

15.1%

19.7%

13.3%

10.4%

5.5%

14.1%

4.7%

6.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

わからない

特にない

その他

外国人が働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと

アパートなどへの入居を拒否されること

外国人の意見や行動が尊重されないこと

じろじろ見られたり、避けられたりすること

平成30年度

平成25年度

外国語で対応できる行政相談窓口や病院・施設が

少ないこと

施設・道路・鉄道案内の外国語表記など、外国人

にも暮らしやすいまちづくりが図られていないこと

近隣や地域の人とのふれあいや理解を深める

機会が少ないこと

いわゆるヘイトスピーチ*などの差別的な発言や

行動をされること

28



問２８

その他の意見
　・日本の文化や社会のあり様を教え、日本にとけ込む支援をする （同様意見　３件）
　・日本人も努力する必要がある。語学習得など （同様意見　２件）
　・コミュニティを作れる環境

　あなたは、外国人の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（複数回答・３つまで）　◎今回新たに追加した項目

　外国人の就労、相談、日本語教室など外国人に対する施策だけではなく、
外国人日本人双方で理解を深めるための啓発や交流の必要性を重視する回答
が増えている。

ｎ=1922

5.0%

2.4%

0.7%

21.7%

9.0%

15.2%

14.0%

12.6%

19.4%

4.5%

2.2%

0.8%

16.4%

6.2%

8.6%

12.0%

6.3%

11.0%

11.0%

21.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

わからない

特にない

その他

外国人と日本人の相互理解と交流を進める

外国人のための福祉・医療等の制度を設ける

外国人のための日本語教室を設ける

外国語による相談の場を増やす

外国語による情報提供を充実させる

平成30年度

平成25年度

互いが、ともに暮らす市民であることの理解を深める

啓発を進める

◎いわゆるヘイトスピーチなど差別的言動への規制を

強化する

◎外国人の就労の場や能力を発揮する機会を

充実させる
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８．　エイズ患者やＨＩＶ感染者の人権について

問２９

その他の意見

　不利な扱いや差別的な発言、言動など、人権侵害と思われる行動を問題視
する回答が大多数だが、一方「わからない」という回答も多く、その他の意
見にもあるように、理解不足に起因しているとも考えられる。

ｎ＝1640

　・ＨＩＶに関する教育不足

　あなたは、エイズ患者・ＨＩＶ感染者に関することで、特に人権上問題があると思
われるのはどのようなことですか。（複数回答・３つまで）
　◎今回新たに追加した項目

12.0%

2.2%

0.4%

17.3%

8.9%

5.4%

15.0%

17.0%

21.9%

14.9%

2.6%

0.5%

17.4%

3.4%

8.5%

3.9%

11.5%

19.6%

17.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

わからない

特にない

その他

差別的な発言や行動をされること

無断でエイズ検査などをされること

結婚を断られたり、周囲が結婚に反対すること

◎アパートなどへの入居を拒否されること

病院での治療や入院を断わられること

就職や職場において不利な扱いを受けること

患者や感染者のプライバシーが守られないこと

平成30年度

平成25年度
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９．　刑を終えて出所した人の人権について

問３０

　

その他の意見
　・再犯の可能性から、避けられるのは仕方ない （同様意見　５件）
　・社会復帰の難しさ

ｎ=1649

　あなたは、刑を終えて出所した人の人権に関することで、どのようなことが問題だ
と思いますか。 （複数回答・３つまで）　◎今回新たに追加した項目

　おおむね前回調査と同じ比率となっているが、差別はないとの回答がある
反面、差別されても仕方がないとの意見もあり、社会復帰のための施策が重
要と考える。

12.5%

4.0%

0.7%

11.5%

27.2%

12.0%

32.0%

11.2%

4.2%

1.2%

3.5%

15.3%

28.4%

8.7%

27.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

わからない

特にない

その他

◎刑を終えていて出所した方への差別はない

差別的な言動をされること

前歴や身上について悪意のあるうわさ話をされること

アパートへの入居を拒否されること

就職や職場において不利な扱いを受けること

平成30年度

平成25年度

31



問３１

その他の意見
　・被害者の実名公表
　・インターネットによる情報流出

１０．犯罪被害者などの人権について

　あなたは、犯罪被害者やその家族の人権に関することで、どのようなことが問題だ
と思いますか。　 （複数回答・３つまで）

　前回調査と同様に、犯罪行為による精神的ショックと、周囲のうわさ話や
報道による二次被害を問題視する回答が大多数である。

ｎ=2161

5.7%

0.9%

0.2%

23.3%

7.3%

6.2%

10.1%

16.1%

8.8%

21.4%

3.4%

0.6%

0.2%

23.8%

6.0%

6.9%

12.4%

16.6%

10.3%

19.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

わからない

特にない

その他

捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること

警察に相談しても期待どおりの対応が得られないこと

事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

犯罪行為によって経済的負担を受けること

犯罪行為によって精神的なショックを受けること

平成30年度

平成25年度

報道によってプライバシーに関することが公表されたり、

取材によって私生活の平穏が保てなくなること

刑事手続に必ずしも被害者の声が十分反映される

わけではないこと
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問３２

その他の意見
　・ストレスのはけ口としてのネット中傷
　・情報の転売
　・発信者の匿名性が高いこと

１１．インターネットを利用した人権問題について

　あなたは、インターネットを利用した人権問題についてどのようなことが問題だと
思いますか。　（複数回答・３つまで）

　前回調査と同様に、誹謗中傷や差別、プライバシーの流出など本人が知ら
ぬ間に情報が拡散していることを問題視する回答が大多数である。

ｎ=1886

5.7%

0.8%

0.5%

22.2%

7.3%

8.8%

21.2%

33.5%

5.0%

1.1%

0.5%

21.0%

6.6%

10.6%

19.9%

35.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

わからない

特にない

その他

プライバシーに関する情報が掲載されること

ネットポルノが存在していること

出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること

平成30年度

平成25年度

他人を誹謗中傷する表現や差別を助長する表現など、

人権を侵害する情報を掲載されること

捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真を

掲載されること
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問３３

その他の意見
　・話題にすることで、余計な反応を生む
　・国会議員による発言
　・行政が取り上げる問題ではない

　今回新たに項目を追加したことで、回答が分散しているようだが、近年性
的少数者への関心の高まりから「わからない」と回答した比率がかなり低く
なっている。

ｎ＝2573

１２．性的少数者の人権について

　あなたは、いわゆるＬＧＢＴなどの性的少数者の人権に関することで、どのような
ことが問題だと思いますか。（複数回答）　◎今回新たに追加した項目

23.5%

3.6%

0.3%

11.6%

2.8%

2.9%

20.8%

16.1%

18.6%

6.5%

1.7%

0.2%

4.3%

4.4%

8.2%

10.0%

15.4%

5.2%

3.3%

3.4%

12.6%

10.7%

14.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

わからない

．特にない

その他

◎身体的な性別による服装や髪型などの強要

じろじろ見られたり、避けられたりすること

アパートなどへの入居を拒否されること

差別的な言動をされること

就職・職場で不利な扱いを受けること

平成30年度

平成25年度

◎戸籍上の「夫婦」でないことによる不利益（相続人になれ

ない、手術の同意書にサインができない、夫婦や家族を

対象にしたサービスが受けられないなど）

◎性的少数者に対する理解が不足しており、誤解や

偏見があること

◎テレビなどで、性的少数者が笑いの対象として

扱われること

◎公衆トイレや入浴施設などで生じる生活上の問題

宿泊施設、店舗などへの入店や施設利用を拒否

されること

職場、学校などでいやがらせやいじめを受けること
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問３４

その他の意見
　・ＬＧＢＴという括りではなく、一人の人間として接する （同様意見　３件）
　・根本的な問題を解決せずにその場限りの対応では、後々大きな社会的問題となる

　あなたは、いわゆるＬＧＢＴなどの性的少数者の人権を守るためには、どのような
ことが必要だと思いますか。（複数回答・３つまで）
　☆今回追加した質問事項

　今回新たに追加した質問だが、正しい知識をもつことを重視する意見が多
い回答となっている。

ｎ＝1619

8.6%

2.9%

0.6%

18.6%

18.3%

16.6%

34.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

わからない

特にない

その他

各自治体や企業などの取組により、社会全体の意識を高め

る努力をする

法律などを整備する

性的少数者の相談や支援体制を充実させる

正しく理解するための教育や啓発を行う

平成30年度

各自治体や企業などの取組により、社会全体の意識を

高める努力をする
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問３５

その他の意見
　・生活基盤がなくなり、ゼロからの出発であることが理解されていない
　・明日は我が身という意識が低いこと
　・被災地ナンバーの車へのいやがらせ（あおり運転や傷つけなど）

　あなたは、地震などの自然災害や、それに伴って発生した原子力発電所の事故によ
り被災した方に、どのような人権問題が起きていると思いますか。
（複数回答）　◎今回新たに追加した項目

　今回新たに項目を追加したが、避難生活の間だけではなく、その後の生活
も脅かされているとの回答が同程度の比率となっている。

ｎ＝3429

１３．災害に起因する人権問題について

15.5%

3.5%

1.4%

35.4%

5.2%

3.1%

3.8%

18.8%

13.2%

2.0%

0.4%

0.3%

11.4%

8.4%

12.2%

9.2%

10.0%

11.8%

4.5%

2.4%

3.1%

10.5%

13.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

わからない

特にない

その他

◎家族を亡くした人への配慮が行き届かないこと

◎避難生活のプライバシーが守られないこと

学校、幼稚園などへの入学や入園を拒否されること

アパートなどへの入居を拒否されること

差別的な言動をされること

職場や学校などでいやがらせやいじめを受けること

平成30年度

平成25年度

避難生活の長期化によるストレスに伴ういさかいや虐待

宿泊施設、店舗などへの入店や施設利用を拒否されること

◎災害時に要援護者（障がい者・高齢者・乳幼児・妊婦

など）や外国人への配慮が行き届かないこと

◎避難生活で女性や子育て家庭などへの配慮が

行き届かないこと

デマや根拠のない話がインターネットなどで拡散されること
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１４．人権問題の解決のための方策について

問３６

その他の意見
　・職場の研修 （同様意見　６件）
　・地域の生活の中で （同様意見　２件）
　・友だち
　・コンサート
　・自分で調べた

　あなたは、これまで人権問題に関する知識や情報を何から得ましたか。
　（複数回答・３つまで）

　前回調査と同様に、テレビ・ラジオ、新聞といったメディアからの情報が
最も得やすい環境であると考える。

ｎ＝2004

4.1%

1.1%

6.5%

6.0%

21.9%

4.7%

26.8%

6.2%

1.1%

3.1%

9.6%

1.0%

7.8%

2.6%

0.9%

8.1%

5.4%

18.8%

4.8%

29.2%

10.4%

2.5%

3.3%

4.8%

2.0%

7.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

特にない

その他

学校の授業

本

新聞

映画・ビデオ

テレビ・ラジオ

インターネット

ポスター

パンフレットなどの資料

市報

キャンペーンなどのイベント

講演会、研修会など

平成30年度

平成25年度
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問３７

　・広告などでななく、人権教育を目的とした祭りなどのイベント （同様意見　３件）
　・継続的な市民意識調査の実施
　・条例の制定

　市では人権についての理解を深めていただくためにさまざまな取組を進めています
が、あなたは、今後どのような取組を充実させていくべきだと思いますか。
（複数回答・３つまで）

　前回調査と同様に、市報やホームページの活用や、学校などによる人権教
育の充実を重要視する回答が多かった。

ｎ＝2000

その他の意見

3.5%

1.9%

0.7%

26.2%

5.6%

2.9%

6.5%

19.2%

6.7%

3.4%

8.2%

15.3%

2.3%

0.8%

0.5%

13.3%

22.7%

5.3%

7.6%

2.7%

6.4%

16.0%

5.6%

1.9%

5.7%

9.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

わからない

特にない

その他

◎人権に関する相談体制の充実

学校や地域における人権教育の充実

インターネットやＳＮＳ*を利用した啓発活動

ポスターの掲出

パンフレットなどの資料配布

市報や市ホームページでの啓発情報の充実

映画・ビデオを利用した啓発広報

演劇やコンサート

キャンペーンなどのイベント

講演会、研修会など

平成30年度

平成25年度

◎交通広告（電車やバスなどの車内広告や車体広告、

駅での広告）の利用
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問３８

その他の意見
　・幼少期からの教育 （同様意見　３件）
　・思いやりや譲り合いの意識 （同様意見　２件）
　・新住民と旧住民とのコミュニティの充実
　・被差別者、被害者意識を強く持たないよう啓発する
　・まず家庭を大事にする
　・権利だけでなく、責任を伴うことを教育する
　・学区単位での相談支援体制
　・テレビやネットによる情報に惑わされない

ｎ＝2129

　あなたは、市民一人ひとりが、人権を尊重し合うために、心がけたり行動すべきこ
とはどのようなことだと思いますか。（複数回答・３つまで）

　前回調査と同様に、正しい知識、他人への思いやりなど大切さを認識した
回答が多くなっている。

1.3%

0.7%

0.3%

5.9%

6.0%

10.9%

24.4%

21.7%

28.8%

1.0%

0.5%

0.8%

7.1%

7.3%

10.4%

24.0%

19.3%

29.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

わからない

特にない

その他

職場で、人権を尊重する意識を高めあうこと

家庭内での家族の権利を大切にすること

自分の生活している地域の人々を大切にすること

自分の権利ばかりでなく他人の権利を尊重すること

因習や固定観念にとらわれないこと

人権に対する正しい知識を身につけること

平成30年度

平成25年度
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Ⅲ 調査回答者の属性 

 

■

■



問３９

問４０

Ⅲ　調査回答者の属性

　あなたの性別は　　　◎今回新たに追加した項目  
ｎ＝903

あなたの年齢は（平成３０年９月１日現在の満年齢）
　◎今回新たに追加した項目

ｎ＝903

男性

44.6%

女性

48.4%

回答したくない◎

2.8%

未回答

4.2%

平成30年度

男性

46.1%

女性

53.9%

平成25年度

5.7%

18.6%

27.4%

16.0%

14.8%

11.6%

6.0%

4.2%

7.1%

20.3%

21.8%

14.8%

14.5%

10.3%

5.4%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

未回答

８０歳以上

７０～７９歳

６０～６９歳

５０～５９歳

４０～４９歳

３０～３９歳

２０～２９歳

◎１８～１９歳

平成30年度

平成25年度
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問４１
ｎ＝903

　あなたの現在のご職業は

3.1%

20.4%

1.3%

21.9%

17.3%

9.7%

2.9%

23.3%

1.0%

2.1%

20.7%

2.5%

17.2%

17.4%

7.8%

3.0%

24.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

その他の職業

◎仕事を探している

仕事はしていない

学生（予備校生を含む）

家事専業

パート・アルバイト・契約社員など

自営業（個人事業主・農業など）

公務員

会社員・団体職員

平成30年度

平成25年度
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◆自由記述 

人権に関することについて、ご意見・ご感想などあればご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由記述（女性の人権） 

 

 「男女平等」であるべきだが、やはり生物学的に違いがあるからすべてを平等にはでき

ないと思う。適材適所であることで社会は成立していると思う。 

２０歳代・女性 

 

 仕事をしたい女性は思い切り仕事をし、家庭を中心にしたい女性はそうできる。それぞ

れの希望どおりになればよいと思う。子どもが幼いため専業主婦ですが、「働かないの？」

という風当たりの強さを感じます。 

３０歳代・女性 

 

 身の振り方や服装などへの女性自身の意識で問題が起きていると思う。 

８０歳以上・男性 

 

自由記述（子どもの人権） 

 

 子どもは親を選べないし、働いて収入を得られないので、買いたい物も買えない。貧し

いことを理由に学校などでいじめにあうかもしれない。いじめの加害者は罰せられるなど

の法律が必要。少年院に送られる恐怖でいじめはなくせるのでなないか。ほかの人権問題

は自ら訴えることができるが、子どもはそれができない。自分の中に抱え込んで自殺して

しまうことを防ぐ対策が必要。 

４０歳代・男性 

 

不登校になってしまった子が、学校以外で学べる体制や施設をもっと充実してほしい。 

３０歳代・女性 

 市の人権施策の推進などについて、意見や要望が多くの方から寄せられました。 

 ここでは、意見や要望を調査のテーマに沿って大別し、その一部を掲載しました。

掲載は順不同です。 

 なお、１人の記述が複数の内容にわたる場合には、内容の趣旨が損なわれないよ

うに記述を分け、それぞれの各項目に分類しました。 

 多くの貴重なご意見、ご要望等ありがとうございました。 
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 声をあげることのできない子どもを犯罪や虐待から守る体制を確立してほしい。 

５０歳代・女性 

  

 親や周囲の大人が、子どもの成長にしっかりと向き合う意識、姿勢が大切だと思う。 

８０歳以上・男性 

 

自由記述（高齢者の人権） 

 

 親が病気やけがなど患っていても見て見ぬふりをする人が多いと思う。歳をとった親の

人権はどうなるのか。また介護は、娘や嫁が仕事を辞めてやるのが当たり前という考えは

いかがなものか。 

４０歳代・女性 

 

自由記述（障がいのある人の人権） 

 

障がい者に健常者と同じ仕事をさせ、平等に扱うのは、「人権」としては良いことかもし

れないが、仕事がこなせないなどでパワハラを受けたりして辞めざるをえない現状がある。

ある意味差別かもしれないが、区別は必要だと思う。受け入れ側に、健常者と障がい者で

はフォローが異なることを周知する必要がある。 

３０歳代・女性 

 

 障がいのある人、特に知的な障がいを持った人が、自立して働ける仕組みが必要だと思

う。紙を折るなどの軽作業じゃなく、責任ある仕事ができる仕組みができ、自分でお金を

生み出せることで、生きる上での「幸せ」につながると思います。 

３０歳代・女性 

  

自由記述（同和問題） 

 

 同和問題については、ずいぶん昔に家族から聞いてはいたが、ほんとうの根っこの部分

については、よくわからない。 

７０歳代・男性 

 

 私は法学部の学生で、人権に関しては人並み以上に理解していると思っていましたが、

「同和問題」のことは初耳でした。そんな自分でもこの程度の理解なのだから、一般の人

たちの理解度はもっと低いのではないかと思います。多くの人がお互いに平穏に生活でき

るよう、人権教育の場をもっと増やしていただきたいです。 

２０歳代・男性 
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私が同和問題を知ったのは５０年程前になりますが、今もまだ問題になっているとは思

いませんでした。 

６０歳代・女性 

 

自由記述（外国人の人権問題） 

 

 外国の人との考え方の違いがだいぶあると感じます。 

７０歳代・女性 

 

自由記述（刑を終えて出所した人の人権問題） 

 

 どんな人でも反省し、更生すればやり直せる。変わることで未来は明るくなる。 

３０歳代・男性 

 

自由記述（犯罪被害者等の人権問題） 

 

 犯罪や事故などに巻き込まれた被害者についての情報が、テレビ等で加害者以上に扱わ

れていることは、人権侵害に値するのではないかと思います。 

３０歳代・女性 

 

自由記述（インターネット等の人権問題） 

 

 マスメディアやインターネット等でいたずらに問題を明らかにしていくことは、問題を

煽って大きくしていると思う。 

４０歳代・男性 

 

 ネット社会の今こそ、「人権」は私たちの生活をささえる身近で大切なものであり、欠か

すことができない権利だと思います。 

４０歳代・女性 

 

自由記述（性的少数者の人権問題） 

 

 ＬＧＢＴがマスメディアなどによって以前よりは認識されるようになってきていると思

うが、理解は得られていないと思う。同性婚について法整備しないのは、「少子化につなが

る」とか「理解が得られないから」という意見がありますが、Ｌ（レズビアン）やＧ（ゲ
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イ）」の人は異性を恋愛するということはないし、同性を好きになることは、理解が得られ

なくても、大半の人が異性を好きになるのと同じことです。手術の同意書にサインできな

い、婚姻関係にある人同士でしか受けられないサービスがあるなどの不利益がある以上、

「権利」は平等でないと思います。 

２０歳代・女性 

 

自由記述（その他の人権、感想意見） 

 

 広報やホームページ、講演会による啓発は、興味がある人しか見ないので、あまり効果

がないと思う。学校教育で、子どもたちに繰り返し伝えて学んでいくことが、一人ひとり

の意識につながると思う。 

３０歳代・女性 

  

子どもの頃からの家庭や学校での教育が大切だと思う。 

６０歳代・女性 

 

 人として最低限守らなければいけないことを幼少期からしっかり学ばせることが必要。 

５０歳代・女性 

 

 何気ない一言が相手を傷つけることがある。普段から相手を思いやり、言葉に気をつけ

ようと思いました。市報やパンフレットなどで情報を発信してください。 

６０歳代・女性 

 

 無知で誤った方向に進んでしまうことがあるので、子どもの頃から周囲の大人も含めて、

学んでいくことが大切だと思います。飽食と言われ、偏った食生活により体も心もおかし

くなっているのではと思います。食の大切さを、人としての基本として学校教育などを通

して学んでほしいです。 

４０歳代・女性 

 

 少数の人を特別視せず、普通に接することが大切だと思います。 

５０歳代・男性 

 

 一人ひとりの考え方が違うので、人権問題は重視されていてもなかなか解決されにくい

ですが、身近な人を思い助け合うことで、少しずつ前進していくと思います。 

３０歳代・女性 

 

 他人や周りの人への配慮が必要。地域交流や伝統を大事にする。 

４０歳代・男性 
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 同和、ＬＧＢＴ、外国人などは、一般市民から見れば少数派で、行政や教育の場で守っ

ていくための取組を大々的にすると、かえって面白がって馬鹿にする人が出てきて、新た

な差別を生むことになっていると思う。少数派の人たちが特別扱いされているように見え

ることで、不満や行き場のない怒り、妬みがネットに渦巻いているのが現実。一番大切な

のは、自立支援であり各々の意識改革だと思う。おんぶに抱っこで権利を主張するばかり

では、何も変わらず、現状をよくすることは出来ない。 

２０歳代・男性 

 

 学校教育を充実させ、してはいけないことを明確にして周知する。大人が率先して見本

となるべき。 

５０歳代・男性 

 

 深刻な社会問題となる前に原因や実態に対して、専門家は早急に対応してほしい。誰も

が尊厳をもって、最後まで生きられる社会になってほしい。 

７０歳代・女性 

 

 最近、人権を理由に自分の権利ばかり他人に主張する人が多くなったと思う。人権問題

について、現代に通用する法律に改善してほしい。 

７０歳代・男性 

 

 いろいろな人権問題がありますが、関係者の意識を高めて、解決に向けて取り組んでも

らいたい。 

７０歳代・男性 

 

 自分が被害者になったら、と想定してすることで、人権について自分が取組むべき行動

がわかると思う。 

７０歳代・男性 

 

 相手に思いやりの心を持つことが大切。 

７０歳代・男性 

 

 「人権」の意味が理解されていない。思いやりの心が不可欠だが、ＳＮＳの発達で心の

通い合いがなくなってきている。 

７０歳代・男性 

 

日本はマイノリティ（少数派）に対する風当たりが強い風潮があり、ＨＩＶや同和問題

について教育などにより知ることで逆に差別につながる恐れがあるのではないかと思いま

す。難しい問題です。 

４０歳代・男性 
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ＳＮＳ等を介する中傷や、マスコミの過剰な報道は、表現の自由とは言えず、人権侵害

でないのか。 

６０歳代・男性 

 

 人権意識を高めるための教育や啓発活動に多くの時間や経費をかけるべきだと思う。本

質を見抜く力を養うには、地道な活動が大切。 

６０歳代・男性 

  

 このアンケートに記入することで、「人権」について改めて考えました。自分の年齢から

「高齢者」に関心が向いてしまいますが、もっと視野を広げないとと思いました。 

７０歳代・女性 

 

 私は「優しいから人間」という言葉が大好きで、常に相手の立場になれる人に憧れます。

世の中にはいろいろな人がいますが、考えが異なることで救われることもあると思います。

その場その場を楽しめるゆとりをもって生きていくことが良いことだと思います。 

６０歳代・女性 

  

人権侵害とは、相手のことを理解していないから起きると思う。相手との交流や親睦の

場が少ないことが問題だと思う。 

２０歳代・男性 

 

言葉だけでなく、態度や表情でも相手を深く傷つけることがあります。差別なく、みん

なが平和に、相手の幸せを願い、笑顔でいられる世界になることを日々祈っています。 

８０歳以上・女性 

 

今回の調査で、「人権」と一口で言っても、こんなにたくさんの立場に立たされている人

がいることを知りました。 

５０歳代・女性 

 

固定観念や思い込みは、それぞれの育った環境が大きく影響するので、生活環境の改善

や正しい知識を身につけることが大事。 

２０歳代・男性 

 

まずは人として最低限守らなくてはいけないことを幼少期からしっかり学ばせることが

必要。 

５０歳代・女性 

 

基本的人権を尊重することと、権利を振りかざすこととの境界線をどこに求めるかが問

題だと思う。 

６０歳代・男性 
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過剰な権利主張を自制することこそが、他者を尊重することだと思う。 

４０歳代・男性 

 

子どもの頃から家庭で、自分を大切にすること、同じように他人も大切なことをしっか

り教えることが大切。自他ともに個人の尊厳を守り、共同体の中で助け合って生きていく

ことが大切。 

８０歳以上・女性 

 

人権問題の解決策は、幼少期の家庭での教育や、小中学校における道徳教育だと思う。

人格形成の根本から育成していくことだと思う。 

４０歳代・男性 

 

他の人の痛みが分からない、思いやる心がないことが人権侵害につながるのではないか。

このことを常に思い起こして反省していくことが課題と思う。 

７０歳代・男性 

 

人権教育や啓発活動を行っても、一人ひとりの意識が変わらなければ意識が変わってい

かない。まずは身近にあることを意識すること。他人事とはせず、近所や学校などで交流

を持つことが大事だと思う。 

４０歳代・女性 

 

「人権」とは何か、きちんと教えられたことがない気がする。親が子どもに説明できな

い限り、子どもは理解できない。自分も学ぶ必要があると感じた。学校でももっと時間を

割いて取り扱うべきテーマではないだろうか。 

４０歳代・男性 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 調査票 

 

■

■
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野田市人権に関する市民意識調査 

調査へのご協力のお願い 

 

市民の皆様には、日頃から市政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

野田市では､平成２７年３月に「市民一人ひとりが尊重され安心して暮らせる地域社

会」を基本理念とした「人権教育・啓発に関する野田市行動計画（第２次改訂版）」を

策定し、様々な人権施策を推進しております。 

一方、社会情勢の変化により、人権をめぐる状況は複雑化しております。 

こうした中、市民の皆様の人権に対する意識やお考えを幅広くお聞きし、今後の人権

施策を効果的に推進するための基礎資料とすることを目的として「人権に関する市民意

識調査」を実施いたします。 

調査の実施にあたり、市内にお住いの満１８歳以上の方 2,000人を、住民基本台帳か

ら無作為に選ばせていただきました。 

なお、調査は無記名で行い、結果はすべて統計的に処理いたしますので、お答えいた

だいた皆様にご迷惑をおかけすることは決してございません。また、調査結果は統計数

値と意見記述のみを公表し、行政資料コーナー及び野田市のホームページに掲載し皆様

にご覧いただけるようにいたします。 

つきましては、お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただきまして、

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

平成３０年９月 

野田市長 鈴 木  有 
 

 
 

１. 必ず宛名のご本人がお答えください。 

２. ご記入は、ボールペン、濃い鉛筆、万年筆でお願いいたします。 

３. お答えは、あてはまる回答の番号に○をつけてください。 

４. お答えの中で「その他」を選んだ場合、その内容を（  ）の中に具体的 

に記入してください。 

 

すべてのご記入が終わりましたら、同封の返信用封筒に入れ、９月２８日

（金）までにご投函ください。（切手不要） 

住所、氏名はご記入いただく必要はありません。 

  また、この調査についてのお問い合せは、下記へお願いいたします。 
 

〔問い合わせ先〕 

野田市 児童家庭部 人権・男女共同参画推進課 

電話 04-7125-1111（内線）2５７７ 

                                再生紙使用 

ご記入にあたってのお願い 

Ⅳ 調査票 
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人権全般についての考え方や意識について      
 

問１ あなたは、基本的人権は侵すことのできない永久の権利として、憲法で保障され

ていることを知っていますか。               

（○を１つつけてください） 

１．知っている 

２．知らない 

 

問２ 新聞やテレビなどで「人権問題」とか「人権が侵害された」というニュースが報

道されることがありますが、あなたは、この５～６年の間に、人権が侵害されるよ

うなことは、次第に少なくなってきたと思いますか、あまり変わらないと思います

か、それとも次第に多くなってきたと思いますか。 

（○を１つつけてください） 

１．少なくなってきた  

２．あまり変わらない  

３．多くなってきた 

４．わからない  

  

問３ あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか、そ

れともそういうことはありませんか。  

（○を１つつけてください） 

１．あります    →（問４へ） 

２．ありません   →（問５へ） 

  

問４ 問３で「あります」と回答した方に伺います。それは、どのような場合ですか。 

 （あてはまるものすべてに○をつけてください）   

１．あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口 

２．名誉・信用のき損、侮辱（ぶじょく） 

３．警察官などの公務員からの不当な取扱い 

４．暴力、強迫、強要（社会的地位、慣習、脅迫などにより、本来義務のないこ

とをやらされたり、権利の行使を妨害された） 

５．悪臭・騒音などの公害  

６．差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分などにより、就職や結婚などの社

会生活の上で不平等又は不利益な取扱をされた） 

７．地域社会でのいやがらせ 

８．学校でのいじめ 

９．パワー・ハラスメント（職場でのいじめ、いやがらせ） 

10．使用者による時間外労働の強制などの不当な待遇 

11．社会福祉施設などでの施設職員からの不当な取扱い  

12．プライバシーの侵害 

13．セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ） 
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14．ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナーからの暴力）  

15．児童虐待 

16．その他（                              ） 

17．なんとなく  

18．答えたくない  

 

 

（全員の方に伺います。） 

問５ 「人権尊重が叫ばれる一方で、権利のみを主張して、他人の迷惑を考えない人が

増えてきた」と言う意見について、あなたは、どう思いますか。 

（○を１つつけてください） 

１．非常にそう思う 

２．かなりそう思う 

３．あまりそうは思わない 

４．全くそうは思わない 

５．わからない 

 

 

問６ 差別について、あなたのお考えに近いものを（１）、（２）それぞれあてはまる番

号に１つ○をつけてください。 

 

（１）差別は  

１．あってはならない 

２．あるのはしかたがない 

３．される側に原因がある 

４．わからない 

（２）あなたは差別を 

１．しない 

２．してしまうこともある 

３．気づかずにしているかもしれない 

４．わからない 

 

 

問７ もし、あなたが、差別されたり、人権を侵害された場合、まずどうしますか。 

（○を１つつけてください） 

１．黙って我慢する 

２．相手に抗議する 

３．身近な人に相談する 

４．弁護士に相談する 

５．法務局又は人権擁護委員に相談する 

６．市役所に相談する 

７．警察に相談する 

８．職場の上司に相談する 

９．その他（                              ）  

10．わからない 
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問８ あなたの関心がある人権課題はどれですか。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．女性 

２．子ども 

３．高齢者 

４．障がいのある人 

５．部落差別などの同和問題 

６．アイヌの人々 

７．外国人 

８．ＨＩＶ感染者やハンセン病患者・回復者など 

９．刑を終えて出所した人 

10．犯罪被害者など 

11．インターネットによる人権侵害 

12．北朝鮮当局によって拉致された被害者など 

13．ホームレス 

14．性的指向（異性愛、同性愛、両性愛） 

15．性同一性障害者（生物学的な性と性の自己意識（こころの性）が一致しない

者） 

16．人身取引（性的搾取、強制労働などを目的とする） 

17．東日本大震災に伴う人権問題 

18．その他（                              ） 

19．特にない 

 

女性の人権について                

 

問９ あなたは、女性の人権に関することで、どのようなことが問題だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．「男は仕事、女は家庭」といった男女の固定的な役割分担意識があること 

２．就職時の採用条件、仕事の内容、昇給昇進における男女差など、職場におけ

る男女の待遇の違いがあること 

３．マタニティ・ハラスメント（妊娠、出産を理由とするいやがらせ） 

４．セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ） 

５．ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナーからの暴力） 

６．売春・買春（「援助交際」を含む） 

７．テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットやＳＮＳ*などによるわいせつ情報の

氾濫 

８．「婦人」、「未亡人」、「家内」のように女性だけに用いられる言葉が使われるこ

と 

９．その他（                              ）  

10．特にない  

11．わからない 
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ＳＮＳ 

Social Networking Service の略。登録した利用者同士が交流できる Web サイ

トの会員制サービス。 

 

問１０ あなたは、「女性が家事・育児を行い、男性が仕事を行う」などの固定的性別

役割分担意識について、どのようにお考えですか。 

（○を１つつけてください） 

１．賛成である 

２．やや賛成である 

３．どちらともいえない 

４．やや反対である 

５．反対である 

 

問１１ あなたは、いままでドメスティック・バイオレンス（配偶者などからの暴力）

を 1 度でも受けたことがありますか。 

（○を１つつけてください） 

１．あります    →（問１２へ） 

２．ありません   →（問１３へ） 

  

問１２ 問１１で「あります」と回答した方に伺います。あなたが受けた暴力の内容に

ついて教えてください。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．身体的暴力（なぐる、けるなど） 

２．精神的暴力（脅かすなどの言葉の暴力や行動を制限したり、無視するなどの

言動） 

３．経済的暴力（生活費を渡さない、仕事に就くことを禁じるなど） 

４．性的暴力（性行為の強要、避妊に協力しないなど） 

５．デジタル暴力（携帯電話を無断でチェックしたり、ＧＰＳで監視するなど） 

 

（全員の方に伺います。） 

問１３ あなたは、ドメスティック・バイオレンス（配偶者などからの暴力）やセクシ

ャル・ハラスメント（性的いやがらせ）をなくすためには、どのようなことが必

要だと思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．相手を対等なパートナーとしてみるための意識啓発を行う 

２．不快な言動や行動に対し、はっきり意思表示できる（ノーと言える）環境と

意識づくり 

３．苦情や悩みについて、対応できる相談体制を充実する 

４．重大な人権侵害であるという認識をもつための啓発を行う 

５．ドメスティック・バイオレンスやセクシャル・ハラスメントに対する罰則を

強化した法律や規則などを整備する 

６．その他（                              ） 
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問１４ あなたは、女性の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．女性のための相談・支援体制を充実する 

２．女性に対する犯罪の取締りを強化する 

３．男女ともに、働きながら、家事や育児・介護などを両立できる環境を整備す 

  る 

４．政治や行政における意思決定や方針決定の場への女性の参画を促進する 

５．女性の人権を守るための啓発広報活動などを進める 

６．男女平等に関する教育を充実する 

７．テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットや SNS などのわいせつ情報の規制

や制限 

８．その他（                              ） 

９．特にない 

10．わからない 
 
 
 

子どもの人権について               

 
 

問１５ あなたは、子どもの人権に関することで、どのようなことが問題だと思います

か。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．仲間はずれや無視、暴力や嫌がらせなどのいじめをすること（ネットいじめ

も含む） 

２．いじめをしている人や、いじめられている人を見て見ぬふりをすること 

３．教師が子どもに体罰を加えること 

４．親などが子どもを虐待すること 

５．大人が子どもの意見を無視したり、大人の考えを押しつけること 

６．児童買春や児童ポルノなど 

７．その他（                              ） 

８．特にない 

９．わからない 
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問１６ あなたは、子どもの人権を守るためには、どのようなことが必要だと思います

か。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．子どものための相談・支援体制を充実する 

２．子どもの人権を守るための教育・啓発活動を推進する 

３．教師の資質や能力を高める 

４．親などへの教育、相談・支援体制を充実する 

５．子どもに自分も人も大切であることを教える 

６．子どもの人格を尊重する 

７．児童買春や児童ポルノなどの取り締まりを強化する  

８．その他（                              ）  

９．特にない  

10．わからない  

 

 

高齢者の人権について               

 

問１７ あなたは、高齢者の人権に関することで、どのようなことが問題だと思います

か。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと 

２．差別的な言動をされること  

３．悪徳商法や振り込め詐欺などの特殊詐欺の被害が多いこと 

４．アパートなどへの入居を拒否されること  

５．家族が高齢者の世話を避けること 

６．病院や介護施設などで、身体拘束やいやがらせを受けること 

７．高齢者が邪魔者扱いされ、つまはじきにされること  

８．高齢者の意見や行動が尊重されないこと  

９．経済的に自立が困難なこと  

10．その他（                              ） 

11．特にない 

12．わからない 
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問１８ あなたは、高齢者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思います

か。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．高齢者のための相談・支援体制を充実する 

２．高齢者の人権を守るための教育・啓発活動を推進する 

３．高齢者が地域の支援を得て生活しやすい環境にする 

４．在宅サービスや福祉施設・病院を充実する 

５．高齢者に対する犯罪の取締りを強化する 

６．高齢者と他の世代との交流を促進する 

７．その他（                              ） 

８．特にない 

９．わからない 

 

障がいのある人の人権について               

 

問１９ あなたは、障がいのある人の人権に関することで、どのようなことが問題だ

と思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．じろじろ見られたり、避けられたりすること 

２．障がいのある人の意見や行動を尊重しないこと 

３．差別的な発言や行動をされること 

４．アパートなどへの入居を拒否されること 

５．道路の段差解消、エレベーターの設置などの暮らしやすいまちづくりが図ら

れていないこと 

６．働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと 

７．使える在宅サービスや福祉施設・病院が少ないこと 

８．地域の学校に通えないこと 

９．スポーツ・文化活動・地域活動に気軽に参加できないこと 

10．近隣や地域の人とのふれあいや理解を深めるような機会が少ないこと 

11．その他（                              ） 

12．特にない 

13．わからない 
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問２０ あなたは、障がいのある人の人権を守るためには、どのようなことが必要だと

思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．障がいのある人のための相談・支援体制を充実する 

２．障がいのある人の人権を守るための教育・啓発活動を推進する 

３．在宅サービスや福祉施設・病院を充実する 

４．障がいのある人が自立して生活しやすい環境にする 

５．障がいに応じた教育を行う 

６．障がいのある人の雇用を確保する 

７．障がいのある人とない人の交流を促進する 

８．障がいのある人が審議会などへ参加し意見を反映させる機会を増やす 

９．人権侵害があった場合に救済するための法整備を行う 

10．その他（                              ） 

11．特にない 

12．わからない 

 

同和問題について                    

 

問２１ あなたは、部落差別などの同和問題を知っていますか。 

（○を１つつけてください） 

１．知っている →（問２２へ） 

２．知らない  →（問２７へ） 

 

問２２ 問２１で「知っている」と回答した方は、それをどのようなきっかけで知りま

したか。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．家族（祖父母・父母・兄弟など）から聞いた  

２．親戚の人から聞いた        

３．近所の人から聞いた 

４．友だちから聞いた       

５．学校の授業で教わった 

６．職場の人から聞いた 

７．行政の広報紙や冊子、講演会などで知った 

８．テレビ、ラジオ、雑誌、インターネットや SNS などで知った 

９．インターネットで知った 

10．その他（                              ） 
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問２３ あなたは、親しくつきあっている隣近所の人や友だちなどが、「同和地区」出

身であるとわかった場合、どうしますか。 

（○を１つつけてください） 

１．これまでと同じように、親しくつきあう 

２．できるだけつきあいをさけてしまう 

３．つきあいをやめてしまう 

４．わからない  

 

 

問２４ もし仮に、あなたの結婚しようとする相手が「同和地区」出身であるとわかっ

た時、あなたはどうしますか。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．相手の出身など問題にしない 

２．迷いながらも結婚の意志は変わらない 

３．迷った末、考え直すだろう 

４．考え直す 

５．わからない 

 

 

問２５ もし仮に、あなたの子どもや孫の結婚しようとする相手が、「同和地区」出身

であるとわかった時にどのような態度を取りますか。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．相手の出身など問題にしない 

２．迷いながらも、本人の意思を尊重する 

３．迷った末、考え直すよう説得する 

４．考え直すよう説得する 

５．わからない 

 

 

問２６ 同和問題の解決に向けて、どのようなことが必要だと思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．同和問題にかかわる人権相談などを充実する 

２．学校や地域における人権教育を推進する 

３．特別なことをする必要はなく、自然になくなっていくのを待つべき 

４．インターネットにおける差別的な書込みをする人を処罰すべき 

５．差別しないよう、させないよう、個人個人が自覚すればよいと思う 

６．その他（                              ） 

７．特にない 

８．わからない 
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外国人の人権について               
 

問２７ あなたは、外国人の人権に関することで、どのようなことが問題だと思います

か。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．じろじろ見られたり、避けられたりすること 

２．外国人の意見や行動が尊重されないこと 

３．いわゆるヘイトスピーチ*などの差別的な発言や行動をされること 

４．アパートなどへの入居を拒否されること 

５．外国人が働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと 

６．施設・道路・鉄道案内の外国語表記など、外国人にも暮らしやすいまちづく

りが図られていないこと 

７．外国語で対応できる行政相談窓口や病院・施設が少ないこと 

８．近隣や地域の人とのふれあいや理解を深める機会が少ないこと 

９．その他（                              ） 

10．特にない 

11．わからない 

 

ヘイトスピーチ 

特定の国の出身者又はその子孫であることのみを理由に、日本社会から追い出そう

としたり、危害を加えようとする一方的な内容の言動。 

 

 

問２８ あなたは、外国人の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思います

か。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．互いが、ともに暮らす市民であることの理解を深める啓発を進める 

２．外国語による情報提供を充実させる 

３．外国語による相談の場を増やす 

４．いわゆるヘイトスピーチなど差別的言動への規制を強化する 

５．外国人の就労の場や能力を発揮する機会を充実させる 

６．外国人のための日本語教室を設ける 

７．外国人のための福祉・医療等の制度を設ける 

８．外国人と日本人の相互理解と交流を進める 

９．その他（                              ） 

10．特にない 

11．わからない 
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エイズ患者やＨＩＶ感染者の人権について              

 

問２９ あなたは、エイズ患者・ＨＩＶ*感染者に関することで、特に人権上問題があ

ると思われるのはどのようなことですか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．患者や感染者のプライバシーが守られないこと 

２．就職や職場において不利な扱いを受けること 

３．病院での治療や入院を断わられること 

４．アパートなどへの入居を拒否されること 

５．結婚を断られたり、周囲が結婚に反対すること 

６．無断でエイズ検査などをされること 

７．差別的な発言や行動をされること 

８．その他（                              ） 

９．特にない 

10．わからない 

 

ＨＩＶ 

「ヒト免疫不全ウイルス」のこと。感染力は非常に弱く、日常生活での感染はまず

ない。感染後適切な治療が施さないと、免疫力が低下し、エイズ（後天性免疫不全

症候群）を発症。数多くの感染症や悪性疾患にかかりやすくなる。 

 

 

刑を終えて出所した人の人権について        
 

問３０ あなたは、刑を終えて出所した人の人権に関することで、どのようなことが問

題だと思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．就職や職場において不利な扱いを受けること 

２．アパートへの入居を拒否されること 

３．前歴や身上について悪意のあるうわさ話をされること 

４．差別的な言動をされること 

５．刑を終えていて出所した方への差別はない 

６．その他（                              ） 

７．特にない 

８．わからない 
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犯罪被害者などの人権について           
 

問３１ あなたは、犯罪被害者やその家族の人権に関することで、どのようなことが問

題だと思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．犯罪行為によって精神的なショックを受けること 

２．犯罪行為によって経済的負担を受けること 

３．事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること 

４．警察に相談しても期待どおりの対応が得られないこと 

５．捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること 

６．刑事手続に必ずしも被害者の声が十分反映されるわけではないこと 

７．報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取材によって私生

活の平穏が保てなくなること 

８．その他（                              ） 

９．特にない 

10．わからない  

 

 

インターネットを利用した人権問題について     
 

問３２ あなたは、インターネットを利用した人権問題についてどのようなことが問題

だと思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．他人を誹謗中傷する表現や差別を助長する表現など、人権を侵害する情報を

掲載されること 

２．出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること 

３．捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真を掲載されること 

４．ネットポルノが存在していること 

５．プライバシーに関する情報が掲載されること  

６．その他（                              ）  

７．特にない  

８．わからない 
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性的少数者の人権について               
 

問３３ あなたは、いわゆるＬＧＢＴ*などの性的少数者の人権に関することで、どの

ようなことが問題だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．職場、学校などでいやがらせやいじめを受けること 

２．就職・職場で不利な扱いを受けること 

３．差別的な言動をされること 

４．アパートなどへの入居を拒否されること 

５．宿泊施設、店舗などへの入店や施設利用を拒否されること 

６．じろじろ見られたり、避けられたりすること 

７．性的少数者に対する理解が不足しており、誤解や偏見があること 

８．戸籍上の「夫婦」ではないことによる不利益（相続人になれない、手術の同

意書にサインができない、夫婦や家族を対象にしたサービスが受けられないな

ど） 

９．公衆トイレや入浴施設などで生じる生活上の問題 

10．身体的な性別による服装や髪型などの強要 

11．テレビなどで、性的少数者が笑いの対象として扱われること 

12．その他（                              ） 

13．特にない 

14．わからない 

 

ＬＧＢＴ 

L：レズビアン（女性同性愛者）、G：ゲイ（男性同性愛者）、Ｂ：バイセクシャル

（両性愛者）、T：トランスジェンダー（心と体の性が一致しない人） 

 

 

問３４ あなたは、いわゆるＬＧＢＴなどの性的少数者の人権を守るためには、どのよ

うなことが必要だと思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．正しく理解するための教育や啓発を行う 

２．性的少数者の相談や支援体制を充実させる 

３．法律などを整備する 

４．各自治体や企業などの取組により、社会全体の意識を高める努力をする 

５．その他（                              ） 

６．特にない 

７．わからない 
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災害に起因する人権問題について          
 

問３５ あなたは、地震などの自然災害や、それに伴って発生した原子力発電所の事故

により被災した方に、どのような人権問題が起きていると思いますか。 

（あてはまるものすべてに○をつけてください） 

１．職場や学校などでいやがらせやいじめを受けること 

２．差別的な言動をされること 

３．アパートなどへの入居を拒否されること 

４．宿泊施設、店舗などへの入店や施設利用を拒否されること 

５．学校、幼稚園などへの入学や入園を拒否されること 

６．避難生活の長期化によるストレスに伴ういさかいや虐待 

７．災害時に要援護者（障がい者・高齢者・乳幼児・妊婦など）や外国人への配

慮が行き届かないこと 

８．避難生活で女性や子育て家庭などへの配慮が行き届かないこと 

９．避難生活のプライバシーが守られないこと 

10．家族を亡くした人への配慮が行き届かないこと 

11．デマや根拠のない話がインターネットなどで拡散されること 

12．その他（                              ） 

13．特にない 

14．わからない 

 

 

人権問題の解決のための方策について        
 

問３６ あなたは、これまで人権問題に関する知識や情報を何から得ましたか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．講演会、研修会など       

２．キャンペーンなどのイベント   

３．市報                       

４．パンフレットなどの資料   

５．ポスター  

６．インターネット 

７．テレビ・ラジオ       

８．映画・ビデオ  

９．新聞 

10．本 

11．学校の授業 

12．その他（           ） 

13．特にない 

 

 



70 

問３７ 市では人権についての理解を深めていただくためにさまざまな取組を進めてい

ますが、あなたは、今後どのような取組を充実させていくべきだと思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．講演会、研修会など        

２．キャンペーンなどのイベント   

３．演劇やコンサート  

４．映画・ビデオを利用した啓発広報     

５．市報や市ホームページでの啓発情報の充実  

６．パンフレットなどの資料配布  

７．ポスターの掲出 

８．インターネットや SNS を利用した啓発活動 

９．交通広告（電車やバスなどの車内広告や車体広告、駅での広告）の利用 

10．学校や地域における人権教育の充実 

11．人権に関する相談体制の充実 

12．その他（                              ） 

13．特にない 

14．わからない 

 

問３８ あなたは、市民一人ひとりが、人権を尊重し合うために、心がけたり行動すべ

きことはどのようなことだと思いますか。 

（３つ以内で○をつけてください） 

１．人権に対する正しい知識を身につけること 

２．因習や固定観念にとらわれないこと 

３．自分の権利ばかりでなく他人の権利を尊重すること 

４．自分の生活している地域の人々を大切にすること 

５．家庭内での家族の権利を大切にすること 

６．職場で、人権を尊重する意識を高めあうこと 

７．その他（                              ） 

８．特にない 

９．わからない 

 

あなたご自身についておうかがいします       
 

問３９ あなたの性別は 

１． 男性  ２． 女性     ３．回答したくない 

 

問４０ あなたの年齢は（平成３０年９月１日現在の満年齢） 

１． 18～19 歳  

２． 20～29 歳   

３． 30～39 歳  

４． 40～49 歳      

５．50～59 歳 

６．60～69 歳 

７．70～79 歳 

８．80 歳以上 
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問４１ あなたの現在のご職業は 

１．会社員・団体職員 

２．公務員 

３．自営業（個人事業主・農業など） 

４．パート・アルバイト・契約社員など 

５．家事専業 

６．学生（予備校生を含む）  

７．仕事はしていない 

８．仕事を探している  

９．その他の職業（                         ） 

 

◆ 人権に関することについて、ご意見・ご感想などあればご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上で終わりです。ご協力ありがとうございました。 

まことに恐縮ですが、９月２８日（金）までに返信用封筒に入

れてご投かんください。 
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